
令和4年度行政改革推進委員会による外部評価結果と対応方針

１.
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〇 条件付きで継続 改善 改善

〇

〇

〇
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-2 -1 0 1 2 方向性・付帯意見 担当課方針案 行政改革推進本部評価

〇 条件付きで継続 改善 改善

〇

〇

〇

② 効果

・敷地購入補助については、上限が設定されていないため上限
を設定し、新築等の高額な補助金を交付する際には複数の見
積りを確認するなどの条件を付すことも検討すべき。
・集会施設については、建替えだけではなく町の施設や行政区
で共用する仕組みも必要と考える。
・一世帯当たりの負担額を把握することで町民の負担状況も確
認していくべき。
・新築コスト増額に伴う補助額の再検討をすべき。

・各行政区が使いやすい補助金に改めるため条件・内容・補助
額の見直しを図るべき。増額も含めた補助額の検討も必要と考
える。
・老朽化に伴い大規模な修繕が発生することも考えられるため増
額を検討し、備品等を対象とすることも必要と考える。
補助金を受けた建物については保険の加入を義務化し、保険
に対しても補助金を交付することも検討すべき。

集会施設敷地購入事業補助金

③ 公益性

④ コスト妥
当性

評価結果

①社会情
勢・ニーズ

②効果

③公益性

④コスト妥
当性

集会施設整備事業等補助金
評価結果

① 社会情
勢・ニーズ

対応方針　【継続・改善・廃止】

【具体的な方策】
・適正な価格を担保するため、新築、増
改築及び整備については３者以上の見
積りを取得することを申請の条件とす
る。
・敷地購入については、市街化区域と
市街化調整区域の間で評価の差が激
しいため、上限の設定は見送る。

【指示事項】
・補助金の条件・内容を検討し
見直しを図ること。
・各行政区の状況に応じた要
望も検討し対応すること。

▼
▼

対応方針　【継続・改善・廃止】

【具体的な方策】
・適正な価格を担保するため、新築、増
改築及び整備については３者以上の見
積りを取得することを申請の条件とす
る。
・災害時などにおける行政区の負担を
抑えるため、行政区での保険加入を促
進する。
・補助率、上限額、補助対象について
は他市町村との比較も勘案し、現行通
りとする。

【指示事項】
・補助金の条件・内容を検討し
見直しを図ること。
・保険加入等も含めた支給後
のフォローも検討すること。



３.

-2 -1 0 1 2 方向性・付帯意見 担当課方針案 行政改革推進本部評価

〇 継続 改善 改善

〇

〇

〇

４.
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〇 条件付きで継続 継続 改善

〇

〇

〇
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〇 条件付きで継続 継続 改善

〇

〇

〇

評価結果

③ 公益性

① 社会情
勢・ニーズ

② 効果

④ コスト妥
当性

町シルバークラブ連合会補助金

・組織体制の見直しを図り、事業実施についても担当課が今以
上に把握する必要がある。町としてこれだけ大きな連合会がある
ことは素晴らしいので、行政としてももっと関わりをもってソーシャ
ルキャピタルを高めてもらいたい。
・加入率を上げるための方策を検討すること。

町単位シルバークラブ補助金

② 効果

③ 公益性

④ コスト妥
当性

・事業の目的と予算算定根拠を明確にし、他事業との連携を図
るべき。シルバークラブのメリット等を活動している方にアンケート
を取り、情報共有を図り入会者を増やす方策を検討していくべ
き。
・また、シルバーという名称は高齢者を意識させてしまい、加入を
ためらう可能性もあるかもしれないので名称変更も検討してはど
うか。

① 社会情
勢・ニーズ

② 効果

③ 公益性

④ コスト妥
当性

・上限の金額設定根拠が不明確であるため、根拠を明確にし状
況に応じて変更していくことも検討すべき。

集会施設敷地借上料補助金
評価結果

① 社会情
勢・ニーズ

評価結果

▼

【具体的な方策】
入会者が増える魅力的な活動につな
げる為、表彰の対象や活動が活発なク
ラブの運営・活動の工夫を確認し、会
員や地域の高齢者に向けて、写真の多
い紙媒体を用いる等、高齢者に伝わり
やすい方法により情報発信を行う。

【指示事項】
・周知方法を改善し、計画的
な普及推進に努め、事業につ
いては事業の目的等を検証
し、改善を図ること。

対応方針　【継続・改善・廃止】

▼
▼
対応方針　【継続・改善・廃止】

【具体的な方策】
現行通り継続する。上限額については
地価の変動など今後の状況に応じて見
直しする。

対応方針　【継続・改善・廃止】

【具体的な方策】
事務局と担当課間で情報共有を継続し
て行い、担当課は事業把握に努める。
加入者数の増加に向けて、地区によっ
てシルバークラブの認知度に偏りが出
ないよう、、区長の集まる機会にクラブ
結成によるメリット等の周知活動を行う。

【指示事項】
・周知方法を改善し、計画的
な啓発に努め、加入率上昇に
向けた取組み改善を図ること。

【指示事項】
・各行政区の状況に応じた要
望も検討し対応すること。
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〇 条件付きで継続 改善 改善

〇

〇

〇
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〇 条件付きで継続 改善 改善
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〇 継続 改善 改善

〇

〇

〇

評価結果

▼

① 社会情
勢・ニーズ

② 効果

③ 公益性

農業生産基盤整備事業補助金
評価結果

▼

対応方針　【継続・改善・廃止】

① 社会情
勢・ニーズ

② 効果
・一定の金額以上の補助金については複数の見積りを確認する
ことが望ましい。
・突発的な改修が少なくなるように計画的な改修を進めていくべ
きであり、物価高騰の状況もあるため増額も含めた補助額の検
討も必要と考える。

【具体的な方策】
・補助金額の決定には、複数の見積り
徴取するよう改善する。
・補助金増額を含めた交付条件を検討
する。

【指示事項】
・補助金の条件等、内容を見
直し、支援体制についても検
討した上で、補助金の見直し
を図ること。③ 公益性

④ コスト妥
当性

・統計に対する意識啓発やオンライン調査等といった研修内容
の充実を図るべき。補助額については一定とせず、繰越金の状
況も見ながら決定していくことが望ましい。
・事業に対する効果が見られないので、業務を事務局が担うべ
き。
・一旦廃止し、事業を整理することで必要性があれば再構築す
べき。
・女性の委員をもっと活用すべき。

④ コスト妥
当性

① 社会情
勢・ニーズ

評価結果

④ コスト妥
当性

・耕作放棄地再生の意義を考え自給率や景観を鑑みて必要性
があれば他の政策と一体として考えていくべき。
・新たな発想で事業を見直すべき。
・農業者にとって使いにくい補助金となっているので、交付条件
等を利用しやすいように機械のリース等も含めて検討し、農業者
が取組みやすい金額や体制作りをしてほしい。

▼

③ 公益性

耕作放棄地再生利用対策補助金

② 効果

町統計会補助金
対応方針　【継続・改善・廃止】

対応方針　【継続・改善・廃止】

【具体的な方策】
・ポイント制となっている現制度を見直
すことを検討し、また交付単価等につ
いても簡素化し、農業者が活用しやす
い制度に内容を見直す。

【指示事項】
・関係部署と連携協議し事業
の見直しを図ること。
・補助金の条件等、内容を見
直し、利用者のニーズを把握
した上で、補助金の見直しを
図ること。

【具体的な方策】
・繰越金と実施事業内容を精査し，毎
年補助金額を決定していく。
・統計手法の変化に則した研修内容を
実施していく。
・女性会員に意見聴取をし，女性会員
増加に取り組む。

【指示事項】
・事業の必要性及び支出方法
を再検討すること。
・研修内容の充実を図り、女性
会員確保のため、手法を検討
し取組み改善を図ること。


